
Distance7.0実施ガイド（日本語）
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趣旨

• 北海道立総合研究機構による「エゾシカ調査手引き」におい
て、ライントランセクト法を紹介しました。ライントランセクト法
のデータ解析には「Distance」というソフトウェアが必要です。
Distanceはインターネット上で無料でダウンロードできますが、
北米で開発されたソフトのため、使用言語は英語です。

• 調査データを用いて一連の操作ができるように、 Distanceの
使用手順を日本語で簡単に説明しました。

• Distanceが使用しているモデル構造やライントランセクト法の

原理を理解するためには、参考文献にある原著書や論文等
にあたっていただくことをお勧めします。
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フリーソフトDistanceを探す
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インターネットで
「Distance Sampling」
と検索すればトップに

出てきます。



Distanceのダウンロードその１
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ここをクリック！



Distanceのダウンロードその２
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ここで紹介する解析は、
ver6.1や6.2で行っても

変わりません。

ここをクリック！

最新版は7.0
（2016年11月16日確認）
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Distanceのダウンロードその３

ソフトのダウンロード
にはメールアドレス
の登録が必要です。



インストール
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インストール後にまずやること
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Store results…databasesのチェックボックスを外す。

これをしておかないと、ソフトウェア上で解析結果
が表示されません。



操作手順その１－プロジェクトの作成
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File｜NewProjectを選択する。適切な名称
を付けて、Createをクリック
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一番上にチェックを入れ、Nextをクリック
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Don’t show this introductory screen againに
チェックを入れ、Nextをクリック
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14

何もチェックいれず、そのままNextへ
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真ん中をチェック



操作手順その２－データのインポート
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Don’t show this introductory screen againに
チェックを入れ、Nextをクリック
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該当するデータファイルを選択
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変更なく、Nextへ
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Do not import first rowに
チェックしてNextへ
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Colums are in the same
order..にチェックし、Nextへ
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Save current settings as defaultにチェックして、Finishへ



操作手順その３－データ解析
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Observationをクリック

すると、データの詳細
が表示されます。



操作手順その３－データ解析つづき
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Analysesをクリックし、左隅の灰色のボールをクリックします。



操作手順その３－データ解析つづき
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Model Definitionの右隅にある、Propertiesをクリックします。



Model Definition Propertiesの
Estimateについて
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Use layer type
をチェック

Densityは全てのスケールを
選べる。

Detection functionはGlobal
及びCluster sizeは適切な
スケールを選択する。



Model Definition Propertiesの
Detection functionについて
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Modelsをクリックし、比較したいKey 
functionを選ぶ。Series expansionは

一つ選んでおけば、右の
Adjustment termsの操作で全ての

expansionを検討してくれる。

Adjustment termsをクリックし、Allを
選択すれば、総当たりでモデル選択

をしてくれる。



Model Definition Propertiesの
Miscについて
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Miscをクリックし、Results 
filesのCreate resultsを

チェックし、該当場所を指
定しておけば、解析結果
がテキスト保存される。



操作手順その４－結果
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発見確率モデルの推定
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有効観察幅（ESW）
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有効観察幅（Effective Strip Width；ESW）：
ある距離までに見落とした数とそれ以降に発見した数が同じになる
調査ラインからの垂直距離

生息密度＝観察頭数の合計値／探索面積（2×ESW×調査距離）

ESW



推定密度と推定個体数
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推定個体数＝推定密度×データファイルに入力した面積

D：推定密度
N：推定個体数
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